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歌

舞

伎

が

初

日

を

開

け

る

ま

で

の

手

続

き

は

、

長

年

の

そ

の

制

作

伝

統

が

今

日

も

な

お

巧

み

に

生

か

さ

れ

、

運

営

さ

れ

て

い

る

。

制

作

と

よ

ば

れ

る

こ

の

業

務

は

、

俳

優

・

裏

方

専

門

家

。

そ

し

て

表

方

と

よ

ば

れ

る

営

業

、

宣

伝

関

係

者

な

ど

、

多

く

の

業

種

や

人

々

の

複

雑

に

錯

綜

す

る

仕

事

だ

け

に

、

当

然

、

思

い

か

け

ぬ

時

々

の

故

障

も

お

き

て

く

る

訳

だ

が

、

慣

行

化

さ

れ

て

き

た

永

年

の

こ

の

手

続

き

の

中

で

適

宜

補

正

さ

れ

、

公

演

は

不

思

議

と

期

日

ま

で

に

遂

行

さ

れ

て

き

て

い

る

。

以

下

、

初

日

を

迎

え

る

ま

で

の

制

作

の

各

段

階

を

述

べ

て

み

よ

う

。

《

企

画

》

従

来

の

歌

舞

伎

制

作

の

順

序

で

は

、

代

表

俳

優

を

中

心

と

し

た

座

組

み

が

ま

ず

編

成

さ

れ

、

そ

の

顔

触

れ

や

意

欲

を

中

心

に

狂

言

や

場

面

が

建

て

ら

れ

、

次

い

で

綜

合

配

役

し

て

出

演

交

渉

に

入

る

。

た

だ

国

立

劇

場

の

場

合

は

レ

パ

ー

ト

リ

ー

シ

ス

テ

ム

を

た

て

ま

え

と

し

て

い

る

為

に

、

上

演

の

一

年

ほ

ど

前

か

ら

企

画

は

立

案

さ

れ

る

。

ま

ず

上

演

候

補

作

品

は

、

開

場

に

先

立

つ

国

立

劇

場

準

備

室

時

代

か

ら

検

討

さ

れ

た

も

の

を

原

案

に

、

劇

場

の

開

場

後

も

更

に

専

門

委

員

の

方

々

の

検

討

を

経

て

、

現

在

百

十

二

演

目

が

予

め

選

定

さ

れ

て

い

る

。

月

々

の

演

目

原

案

は

、

こ

れ

ら

候

補

作

品

等

を

中

心

と

し

て

概

ね

上

演

の

一

年

前

位

か

ら

数

次

の

内

部

討

議

を

重

ね

、

最

終

的

に

は

専

門

家

の

歌

舞

伎

の

制

作

＾
舞

台
裏
＞

意

見

を

徴

し

つ

つ

、

役

員

会

の

承

認

を

得

て

決

定

さ

れ

る

訳

で

あ

る

。

〈

上

演

準

備

》

こ

う

し

て

上

演

演

目

か

決

定

さ

れ

る

と

、

次

に

は

必

要

な

主

演

俳

優

と

の

出

演

交

渉

、

演

目

や
出
演
者
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
•
新
聞
案

内

、

そ

し

て

観

客

依

頼

な

ど

の

宣

伝

、

営

業

活

動

が

開

始

さ

れ

る

。

そ

し

て

そ

の

一

方

、

上

演

台

本

の

製

作

か

補

綴

・

演

出

者

を

中

心

に

進

め

ら

れ

る

。

昨

年

九

月

上

演

さ

れ

た

お

く

に

こ

ぜ

ん

け

し

奇

の

芥

な

み

『

阿

国

御

前

化

粧

鏡

』

の

例

に

と

る

と

、

台

本

は

東

大

国

文

研

究

室

の

秋

葉

本

を

底

本

と

し

、

二

番

目

「

湯

上

り

累

」

は

早

大

演

博

所

蔵

の

旧

河

竹

本

を

参

照

し

て

、

郡

司

正

勝

氏

が

補

綴

し

た

。

原

作

品

尊

重

の

立

場

か

ら

、

こ

の

上

演

本

の

作

成

に

つ

い

て

も

、

初

演

以

来

の

台

帳

、

評

判

記

、

綿

絵

な

ど

の

文

芸

・

演

出

資

料

が

広

く

集

め

ら

れ

、

作

の

時

代

性

や

形

象

性

が

詳

細

に

点

検

さ

れ

て

作

ら

れ

る

訳

だ

が

、

主

演

俳

優

の

魅

力

や

演

技

を

基

に

創

ら

れ

て

き

た

中

核

が

あ

り

、

さ

ら

に

形

象

上

で

も

膠

し

く

多

様

性

と

流

動

性

を

特

色

と

し

て

伝

え

ら

れ

て

き

た

歌

舞

伎

作

品

だ

け

に

、

今

日

の

俳

優

や

舞

台

機

構

、

さ

ら

に

制

約

あ

る

興

行

時

間

に

合

わ

せ

て

原

典

の

主

意

を

通

す

こ

と

は

、

そ

れ

だ

け

慎

重

な

作

業

と

な

る

訳

で

あ

る

。

演

目

主

義

に

と

も

な

う

こ

う

し

た

伝

承

上

の

困

難

さ

は

、

初

日

へ

運

ぶ

た

め

の

演

出

過

程

富

田

鉄

之

助

（

国

立

劇

場

芸

能

部

）

で

も

出

て

く

る

。

大

道

具

。

衣

装

・

覧

。

小

道

具

な

ど

の

各

専

門

業

者

に

対

す

る

発

注

は

、

演

出

家

、

美

術

家

指

導

の

も

と

に

公

演

一

ヶ

月

前

の

段

階

で

な

さ

れ

る

訳

だ

が

、

色

彩

・

刺

繍

。

織

り

な

ど

、

い

ず

れ

も

伝

統

的

な

業

種

に

よ

っ

て

作

成

、

調

達

さ

れ

る

た

め

、

こ

れ

ま

た

伝

統

技

術

の

枯

渇

か

ら

く

る

上

演

意

図

と

の

ず

れ

は

、

舞

台

課

を

中

心

と

す

る

技

術

ス

タ

ッ

フ

陣

で

細

心

に

調

整

さ

れ

る

。

公

演

一

ヶ

月

前

、

数

稿

を

重

ね

て

作

成

さ

れ

た

上

演

台

本

を

基

に

、

演

出

家

は

主

演

俳

優

ゥ

長

唄

・

義

太

夫

・

振

付

・

立

師

な

ど

上

演

関

係

者

と

個

々

に

打

合

せ

を

重

ね

、

時

に

は

本

読

み

、

読

合

せ

を

重

ね

な

が

ら

、

舞

台

進

行

の

大

略

の

段

取

り

の

手

筈

を

調

え

て

お

く

。

こ

う

し

た

仕

事

が

開

幕

の

た

め

の

準

備

作

業

と

す

れ

ば

、

公

演

八

日

乃

至

は

九

日

前

に

開

始

さ

れ

る

《

稽

古

》

は

、

い

わ

ば

そ

の

演

技

内

容

を

充

実

さ

せ

る

た

め

の

直

接

作

業

と

云

え

よ

う

。

公

演

一

週

間

前

、

新

し

い

作

品

・

新

し

い

役

々

に

意

欲

と

工

夫

を

秘

め

た

ス

タ

ゾ

フ

、

演

技

者

、

裏

方

関

係

者

は

、

ま

ず

そ

の

稽

古

開

始

の

為

の

《

顔

寄

せ

》

を

行

う

。

劇

場

側

か

ら

も

理

事

長

は

じ

め

役

員

が

出

席

し

、

狂

言

作

者

に

よ

っ

て

ま

ず

狂

言

名

題

が

読

み

あ

げ

ら

れ

た

う

え

、

一

同

の

手

か

締

め

ら

れ

る

。

そ

の

公

演

の

無

事

遂

行

を

全

関

係

者

が

碧

い

あ

う

の

で

あ

る

。

《

平

稽

古

》

稽

古

場

の

真

中

の

机

を

中

心

に

、

ス

タ

ッ

フ

と

出

演

者

か

向

か

い

あ

い

、

稽

古

は

ま

す

脚

本

の

読

み

合

わ

せ

か

ら

始

め

ら

れ

る

。

つ

ま

り

、

俳

優

か

脚

本

の

順

序

に

従

っ

て

自

分

の

台

詞

を

読

み

、

台

詞

以

外

の

動

作

や

相

手

役

と

の

関

係

を

注

意

し

あ

い

な

ガ

ら

読

み

合

わ

せ

、

自

分

の

役

と

劇

全

体

の

進

行

状

態

を

握

む

の

で

あ

る

。

続

い

て

は

、

俳

優

が

立

っ

て

居

処

や

寸

法

を

き

め

る

《

立

稽

古

》

で

、

普

通

は

三

日

ほ

ど

で

あ

る

。

「

主

役

を

一

と

す

れ

ば

、

女

房

役

は

七

分

、

老

役

や

脇

役

は

四

分

ほ

ど

後

部

に

居

所

を

占

め

る

。

但

し

主

人

公

に

対

立

す

る

敵

役

は

主

役

の

前

、

つ

ま

り

十

三

分

に

居

処

を

占

め

る

」

と

い

う

口

伝

か

歌

舞

伎

に
あ
る
。
封
建
時
代
の
男
女
]
宅
若
•
主
従

の

諸

関

係

を

写

す

ド

ラ

マ

だ

け

に

、

こ

の

居

処

ぎ

め

は

、

演

出

に

と

っ

て

も

重

要

な

ポ

イ

ン

ト

と

な

る

。

《

附

立

》

つ

け

た

て

と

読

む

。

俳

優

の

動

作

や

台

詞

、

さ

ら

に

登

退

場

に

合

わ

せ

て

長

唄

や

鳴

物

の

音

楽

効

果

を

差

加

え

る

作

業

で

あ

る

。

時

に

は

音

楽

的

台

詞

や

舞

踊

的

動

作

を

表

現

の

特

色

と

す

る

歌

舞

伎

だ

け

に

、

演

出

家

。

演

者

・

音

楽

舞

踊

専

門

家

と

の

打

合

せ

に

よ

る

こ

の

作

業

は

丁

度

骨

格

に

肉

や

皮

を

被

せ

る

作

業

に

似

て

、

舞

台

化

を

前

に

し

た

歌

舞

伎

作

業

の

最

終

作

業

と

い

え

る

。

附

立

で

骨

格

の

定

ま

っ

た

演

目

は

、

い

よ

い

よ

稽

古

場

で

の

最

終

稽

古

《

惣

ぢ

ら

い

》

を

経

て

‘

綜

合

的

に

舞

台

に

移

さ

れ

る

《

舞

台

稽

古

》

に

な

る

。

一

ヶ

月

前

に

発

注

さ

れ

た

大

道

具

を

飾

り

、

衣

裳

・

覧

を

つ

け

た

演

者

、

そ

し

て

差

加

え

ら

れ

た

音

楽

や

舞

踊

：

・

企

画

設

定

か

ら

暖

め

続

け

ら

れ

て

き

た

演

目

は

、

関

係

者

の

こ

う

し

た

最

終

点

検

を

経

て

、

こ

こ

に

初

日

の

舞

台

を

迎

え

る

訳

で

あ

る

。

「

初

日

舞

台

で

、

幕

の

向

う

か

ら

聞

え

て

く

る

観

客

の

ざ

わ

め

き

に

、

私

は

い

つ

も

身

体

か

震

え

る

程

の

緊

張

を

覚

え

ま

す

」

と

は

、

歌

舞

伎

六

十

年

の

老

名

優

の

告

白

で

あ

る

。

そ

れ

は

ま

た

卵

を

暖

め

、

そ

し

て

産

み

出

す

よ

う

な

期

待

と

不

安

の

入

り

ま

じ

っ

た

歌

舞

伎

制

作

者

の

実

感

と

も

云

え

よ

う

。
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税額＝課税標準

{500円X(l-0.35)

x憬｝X0.15

0.35はレコードの場

合の控除額。これは

税込みであるので、

115で割って、 課税

標準を出す。

「

お

よ

げ

／

．

た

い

や

き

く

ん

」

の

歌

が

ヒ

ッ

ト

し

、

歌

謡

曲

か

童

謡

か

の

問

題

が

起

き

た

。

歌

謡

曲

な

ら

ば

、

物

品

税

（

主

と

し

て

奢

修

性

、

娯

楽

性

、

装

飾

性

、

便

益

性

が

高

い

物

品

を

対

象

と

す

る

税

）

が

か

か

る

。

税

額

は
1
5
%
。

と

こ

ろ

が

童

謡

で

あ

れ

ば

非

課

税

と

な

る

。

こ

れ

は

、

物

品

税

法

施

行

令

で

、

蓄

音

機

用

又

は

磁

気

音

声

再

生

機

用

の

レ

コ

ー

ド

の

う

ち

「

（

一

）

童

謡

、

童

話

、

朗

読

、

宣

伝

文

、

案

内

文

、

通

信

文

、

探

訪

の

記

録

又

は

時

事

問

題

そ

の

他

の

社

会

的

事

実

若

し

く

は

科

学

そ

の

他

の

学

術

に

関

す

る

記

録

、

報

道

、

解

説

若

し

く

は

論

述

を

主

と

し

て

録

音

し

た

も

の

」

は

非

課

税

と

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

あ

る

（

物

品

税

法

施

行

令

第

一

条

、

第

六

条

、

別

表

第

一

）

。

た

い

や

き

く

ん

が

三

百

万

枚

売

れ

て

、

一

枚

五

百

円

に

課

税

さ

れ

る

と

す

れ

ば

、

法

十

一

条

一

項

二

号

に

よ

り

製

造

工

場

か

ら

の

移

出

価

格

の

15％だ
か

ら

（

法

附

則

課

税

物

品

表

第

二

種

番

号

一

0品
目

七

）

、

税

金

一

億

二

千

七

百

万

円

。

童

呈
I

レ

コ

___ -
R
 

童

謡

な

ら

〇

。

そ

の

差

が

大

き

い

か

ら

、

「

童

謡

」

の

定

義

を

め

ぐ

っ

て

時

々

、

レ

コ

ー

ド

会

社

と

税

務

署

の

も

め

る

の

も

無

理

は

な

い

が

、

こ

の

た

い

や

き

く

ん

は

、

童

謡

と

判

定

さ

れ

た

。

こ

の

歌

の

作

詞

家

高

田

ひ

ろ

お

氏

が

童

謡

と

し

て

作

り

、

フ

ジ

T
Vの幼

児

む

け

番

組

「

ひ

ら

け

I．
ポ

ン

キ

ッ

キ

」

の

中

で

歌

わ

れ

た

こ

と

か

ら

し

て

も

（

中

央

公

論

五

十

一

年

三

月

号

）

当

然

の

取

扱

い

と

思

わ

れ

る

。

テープの場合は税額が

10％であり、控除は36%

になっているので、

{ 500円X(l-0.36)

X欝｝ XO.l

となる。

ド

と

税

金

.ぃ-•一へ ••9--心‘^^...、—·..、9 -....99ヽ ヘ^ ＾^ ．しー 、ぐ．＾‘‘｀ー・・ーー•‘...、.. ·•-·•• ● -̂ ‘`.、------‘’―’‘‘‘ー。ー．ヽ．．~~ ••....•.. •. ••一••"――`3•/^^‘‘^^~ -̂ ダ̂̀.̂.~ •‘•~'^^’"‘ 

い

い

た

し

ま

す

。

つ

き

ま

し

て

は

文
胄編昭化

印 営本所集和庁：
業 51 月

刷 所社株文年報
＿ 式 6

東 T 東会 月
振電 162京社 1ヒ 25 第

電京 替 話 東 息 日 九
話真ロー京 ぎ 庁 印 ＋

宏 座ー都央 よ 刷 ＝
五 六喜区 ・一
五印東八銀う 発号

届lj 京 I区座 せ 行
I 二西 7
ー株九一五丁い 疋ヽ

1 四軒目 価
ー式――町 4 -
＝会六石 52番 五
ー 一番 12 0 
七社番き地号 Pl 

文

ぎ
ょ
う
せ
い

化

庁

文

化

庁

広

報

誌

「

文

化

庁

月

報

」

を

毎

号

御

愛

読

い

た

だ

き

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

本

誌

は

、

文

化

庁

施

策

の

正

確

な

広

報

を

目

的

と

し

て

発

行

し

て

ま

い

り

ま

し

た

が

、

最

近

文

化

関

係

の

方

々

か

ら

有

料

で

頒

布

を

し

て

ほ

し

い

と

の

御

要

望

が

出

て

ま

い

り

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の

御

要

望

に

こ

た

え

、

内

容

の

い

っ

そ

う

の

充

実

を

図

り

、

広

く

文

化

活

動

に

た

ず

さ

わ

る

方

々

に

と

っ

て

読

み

易

く

、

か

つ

参

考

と

な

る

も

の

と

す

る

た

め

今

回

定

価

一

部

一

五

0円
（

年

間

購

読

料

一

、

八

0
0円送料
共

）

と

し

株

式

会

社

ぎ

ょ

う

せ

い

か

ら

毎

月

二

十

五

日

発

行

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

（

六

月

号

を

御

入

手

済

み

の

方

に

は

五

十

一

・

年

七

月

号

か

ら

五

十

二

年

三

月

分

ま

で

に

つ

き

ま

し

て

購

読

料

一

、

三

五

0円
で

お

願

い

い

た

し

ま

す

）

。

な

に

と

ぞ

引

続

き

本

誌

を

御

愛

読

賜

わ

る

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

な

お

、

御

購

読

申

し

込

み

は

本

誌

そ

う

入

の

振

替

用

紙

に

て

「

ぎ

ょ

う

せ

い

」

あ

て

お

願

昭

和

五

十

一

年

四

月

お

願

し‘

株

式

会

社
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